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復活節第主７日 説教 「深い痛み」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 5 月 29 日  

マタイによる福音書 9:35～10:4

 おはようございます。気持ちのいい天
気が続いておりますが、夕方、犬の散歩
のために海に参りますと、若い人たちが
かなり目立つようになってきました。思
い思いに青春を楽しんでいる様子は見て
いて気持ちの良いものでもありますが、
ただ、若い人には若い人なりの悩みがあ
るようにも思います。そして、この悩み
でありますが、年を重ねるに従ってなく
なるかというとそういうものではありま
せん。むしろその反対に、返って深まっ
ていくのが人の悩みというものであり、
まただから、イエス様も「思い煩うこと
なかれ」と仰っているわけです。 
 経験も浅く、比べるものの少ない若い
時の悩みは自分以外の者と自分とをつい
つい比べがちなのですが、それゆえ、自
分の周りにいるすべての人が自分より偉
く思えてしかたない。つまり、隣の芝生
が青く見えて仕方ないということがあり
ます。ただ、もちろん、それがいいこと
ではないのは自分でも分かっています。
比べたところでどうにもならないからで
す。けれども、そのままでは自信はどん
どん失われ、生きる気力すらなくなって
しまう。そこで、そうならないために考
えることが自己を確立すること、自分自
身が変わることです。そして、年を経て
思うことは、ある部分については変わっ
たとも言えるのでしょうが、自己の確立
という点においてはどうでしょうか。私
個人のことを申し上げれば、確かに人と
比べることは少なくなったように思いま
すが、けれども、揺るがないどころか、
揺るがされてばかりの毎日であるように
思うのです。ですから、自己の確立など
到底及ばない、そのため、自分を変えよ
う、変えたいなどとは、若い頃のように
は考えなくなって参りましたが、ただ
し、それはあくまで私の場合であって、
そのための努力を惜しまず続けておられ
る方は多くおられることでしょう。そし
て、そこでその背中を押すのが聖書の御
言葉であり、イエス様のお言葉です。た
だ、一言申し添えれば、私自身、変わる
ことを諦めたわけではありません。聖書
の御言葉も、イエス様の言葉も、そこに

は私たちを変える力が間違いなくあると
信じているからです。けれども、それ
は、自分はこうなりたい、こうしたい、
こうあらねば、ということではないよう
に思うのです。 
 年を重ねるということは、時間の経過
の中で、できないことができるようにな
ったり、できたことができなくなったり
するものです。そして、私たちにとって
それは、神様の恵みによってということ
でもありますが、ですから、そういう意
味では、いいように変えられていくのが
私たち信仰者でもあるのでしょう。また
それが、私たちがこうして教会に集めら
れ、この教会においてその生涯を過ごす
ことの醍醐味でもありますが、従って、
それが私たちであるわけですから、「変
えよう」と無理に思う必要はありませ
ん。そして、私がそのような思いに至っ
たのは、聖書の御言葉と教会にどっぷり
とつかりきったから、つまり、その醍醐
味を味わい知ったからでもありますが、
ただし、今、「そういう思いに至った」
と申しましたように、端からそう思って
いたわけではありません。「変わらなけ
れば」との思いについ最近まで囚われて
いたのは確かなことだからです。しか
し、この日のイエス様のお言葉が教えて
くれているように、だからそのような思
いに捕らわれていたことが間違いであっ
たということではありません。  
 私たちが、変わらなければ、変えられ
なければと思う理由の一つは、御言葉に
「群衆が飼い主のいない羊のように弱り
果て、打ちひしがれているのを見て、深
く憐れまれた」とあるように、私たちが
イエス様に悲痛な思いで見つめられてい
る現状に生きているからです。そして、
この悲惨な状況を見過ごしにしたままで
いることがイエス様の御心ではないわけ
ですから、私たちもずっとこの状態のま
までいるわけには参りません。では、そ
こでイエス様が仰ったことは何か。それ
が「収穫は多いが、働き手が少ない。だ
から、収穫のために働き手を送ってくだ
さるように、収穫の主に願いなさい」と
いうこの一言ことでありました。ところ
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で、このイエス様のお言葉は、かつて東
京神学大学の募集要項に記されていた御
言葉でもありますが、つまり、献身の勧
めとして、神学校がこのイエス様のお言
葉を用いたということです。ですから、
私が献身へと導かれたのはこの御言葉に
押し出されてのことでもありますが、し
かし、今から思えば、そこには、若さゆ
えの思い違いや行き過ぎ、焦りなどがあ
ったようにも思います。それゆえ、この
「収穫は多いが、働き手が少ない」との
御言葉は、私にとってはほろ苦いもので
もありますが、それは、献身からしばら
くの間、余白を埋めることばかりを考え
ていたからです。ただ、若いということ
は、経験が浅い上に思慮にも欠けている
わけですから、それも仕方がないことだ
とは思っています。まただから、がむし
ゃらにやってみるしかないわけです。 
 さて、私の個人的なことは他の機会に
譲るとして、イエス様のお言葉に戻りた
いと思いますが、ところで、イエス様が
「だから、収穫のために働き手を送って
くださるように、収穫の主に願いなさ
い」と仰っているこのことを、皆さんは
どのように受け止められたでしょうか。
「収穫が多いが、働き手が少ない」とイ
エス様は仰り、その上で、「だから」と
仰っている。つまり、この「だから」を
どう考えるかということでもあります
が、普通であれば、この不足、余白を誰
がどう埋めるのかということがその次に
来るように思うのです。つまり、誰がそ
の働きを担うのか、それは、私か、それ
とも他の誰かか、ということです。しか
も、このイエス様のお言葉を献身の勧め
として用いられれば、なおのことそう思
いたくもなるものです。ところが、イエ
ス様はそうは仰らない、「働き手を送っ
てくださるように、収穫の主に願いなさ
い」とこう仰るのです。このことはつま
り、献身の勧めとしてこのイエス様のお
言葉を用いることは、その意図するとこ
ろは分かるのですが、その本来の意味か
らすれば間違っていたということにはな
らないのでしょうか。ただ、結論から申
し上げるなら、それは間違いではありま
せん。なぜなら、献身ということは、自
らの決意、意思に基づくものではなく、
そのように導かれてこそのものであるか
らです。つまり、主の憐れみによってこ
うして集められている私たち、主の教会
に連なる一人一人の祈りが神様に聞き届

けられてこそだということです。ですか
ら、献身の勧めとして、神学校がこのイ
エス様のお言葉が選んだことは正しいこ
とです。それは、献身はそれをするかし
ないかという個人的な決意、意思の問題
ではなく、群れとしての祈りの課題であ
るからです。しかし、そこでイエス様が
｢だから｣と仰っていることは、献身とい
う一つのことだけを指し示しているわけ
ではありません。特別な志を持った、特
別な人だけに語られたものではなく、そ
れが群れとしての祈りの課題であるとい
うことつまり、私たちすべてに語りかけ
られているものだからです。 
 私はそのことを実際に祈りの交わりの
中に置かれ知らされたのですが、ところ
で、イエス様が仰る「願う」と仰ること
はどういうことなのでしょうか。それは
嘆願する、祈るということで、その根底
にあるものは「欠乏」です。何も持って
いない、だから、皆が必要としていると
いうことです。いろいろあるけれども、
個人的にはもっとたくさんあったらいい
なあ、ということではありません。私た
ちの手の中には何もない、だから、祈り
求めなければならない、背景にあるのは
この群れとしての切実さです。そして、
イエス様が次になさったことが十二人の
弟子たちを呼び寄せ、権能をお授けにな
ることでした。それは、「汚れた霊を追
い出し、あらゆる病気や患いを癒やす」
ためでもありますが、ですから、そこに
は、弟子たち始め、大勢の人々の祈りが
あり、その祈りがイエス様に届けられた
ということです。従って、私たちは、こ
の祈りの力を侮ることはできません。た
だ、まただからそこで考えたいのです。
私たちが祈りの力を信じ、その力を侮ら
ないということは、具体的にはどういう
ことなのでしょうか。それは、もちろ
ん、祈りは必ず聞かれると、そう信じる
ことでもありますが、しかし、それを私
たちが個人的に経験できる範囲のことと
して考えるなら、それは、終わりのない
ことでもあるのです。なぜなら、多くの
収穫が約束されているのは、イエス様が
再臨されるその時のことでもあるからで
す。つまり、収穫の時期は、私たちの手
を離れた終末においてのことだというこ
とです。ですから、この事実は私たちを
ある思いに導きます。祈りの力を侮ら
ず、その力を信じ続けること、この続け
るということは私たちに本当にできるこ
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となのかと。 
 ここに記されている弟子たちの名前か
ら分かることは、弟子たちが多種多様
な、考え方も性格もまったく正反対な人
たちであるということです。そして、イ
エス様はその一人一人に権能が授けられ
たわけですが、ですから、ここにイエス
様の確固たる意志を感じないわけには参
りません。けれども、イエス様のこの決
意については、私たちの側から見るなら
どう見えるのでしょうか。多様性と言っ
てしまえば聞こえはいいのですが、ある
意味で統一感を欠いたこの選択は、どこ
かちぐはぐな印象を与えます。それゆ
え、イエス様が何も考えていないように
も見えるのです。一つには、徴税人のマ
タイと熱心党のシモンです。この二人
は、普通に考えれば水と油の関係です。
方や俗人、方や原理主義者、しかも、私
たちがそうであるように、それぞれに染
みついたものはおいそれと抜けきるもの
ではありません。つまり、それまでの過
去を引きずっているのが十二人の弟子た
ちであり、その上で特別な使命を負って
集められたとなれば、どういうことにな
るのでしょうか。ただ、彼らは思い思い
に集まったわけではありません。一緒に
いるのは「主にあって」ということなの
です。まただから、十二という数字が彼
らに当てはめられてもいるのですが、し
かし、私たちにとっての洗礼がそうであ
るように、この十二という数字によっ
て、彼らが過去と完全に切り離されたわ
けではありません。それゆえ、「主にあ
って」ということを除くなら、そこには
どうしてもちぐはぐな印象しか残らない
のです。 
 また、気になるところはそれだけでは
ありません。弟子の中にはイスカリオテ
のユダもおりました。しかも、このユダ
については、御言葉が｢それにイエスを
裏切った｣と念押しをしているように、
永遠にその名をこの世に刻んだ人物で
す。そして、このユダの裏切りについて
は、お金に目が眩んだからだとも言われ
ておりますが、１２という数字が完全数
であることを考えれば、金の亡者のよう
な俗人は徴税人マタイ一人で十分であっ
たはずです。ですから、結果的にユダは
お金を受け取り、イエス様を裏切ること
になったわけですが、しかし、それがイ
エス様を裏切る理由であったのか、むし
ろ、このユダをして卑しい行動へと走ら

せた激しさ、ユダの裏切りを考える際に
は、ここに目を留める必要があると思う
のです。そして、その理由とは、卑しさ
の対極にあるものです。つまり、イエス
様に誰よりも心酔していたのがユダであ
ったということです。けれども、弟子で
あればこそ、イエス様と共に歩む中でそ
のユダの心にあるものが芽生えていっ
た。それがイエス様への不信感です。つ
まり、イエス様に裏切られたとの思いが
ユダの中で深まり、その激しさゆえにイ
エス様を裏切ることとなった、つまり、
ユダの真面目さと熱心さがユダをして裏
切る行為へと走らせた、ユダの裏切りに
ついては、そのように考えることもでき
るのです。 
 そして、さらに目を引くのは、イエス
様が弟子たちに与えた権能です。イエス
様が村々を巡ってその力を発揮したとあ
るように、悪霊を追い出し、あらゆる病
気や患いを癒やす力は、イエス様と同等
の力が弟子たちに与えられたということ
です。では、弟子たちはその力を自分た
ちのために用いることはできなかったの
でしょうか。ユダがもしお金に目が眩ん
だとしたら、悪魔のささやきに耳を傾け
たということです。ですから、誰でもい
いので、その力をもってして悪魔を追い
出すこともできたはずです。また、熱心
さと真面目さについても同じことが言え
ます。それが病的なものであれば、弟子
たちの誰かが癒やしを与えればいいこと
ですし、また、熱心さと真面目さは、あ
る意味で頑なさにも通じるところがあり
ますので、悪魔に乗じられる可能性も高
く、もうしそうであるなら、与えられた
権能を用いさえすればすべてがよかった
はずなのです。しかし、結果はそうはな
らなかった。では、そうはならなかった
のは、弟子たちが怠慢だったからなの
か。それとも、そもそものところで、イ
エス様が与えた権能がまったく役に立た
ないものであったからか。いずれにせ
よ、イエス様が選ばれた収穫のための働
き手によって、問題が余計にこじれてい
ったのは間違いありません。しかも、そ
の彼らを選んだのは他でもないイエス様
でありました。 
 ところで、ここで見え隠れしているも
のは、私たちがイエス様になんとかして
欲しいと願うことばかりです。ただ、残
念なことに、この期待に応えてもらった
者は、私たちの中にも一人もおりませ
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ん。では、ここに記されていることは、
やはり信じ続けることの難しさ、祈り続
けることの難しさを明らかにしていると
いうのでしょうか。つまり、私たちはイ
エス様の憐れみの外に置かれているの
か、ということです。では、どうすれ
ば、私たちはイエス様の憐れみの内側に
置かれるようになれるのか、そこで私た
ちが考えることは、イエス様の憐れみの
内側に置かれるように自分自身が変わる
ことです。けれども、権能が与えられ、
大きな変化がもたらされたにも関わら
ず、弟子たちはそれでも変わることがで
きなかったのです。しかも、この変化に
ついては私たちの切実な問題とも深く関
わっています。それは、イエス様が｢願
いなさい｣と仰るように、欠乏し、何も
持っていないに等しいのが私たちでもあ
るからです。 
 憐れみを受けるということは私たちが
好ましい状況には生きていないというこ
とです。それゆえ、改善の必要がある。
まただから、確固たる意思をもって、変
わらなければならない、そう考え、御言
葉と真剣に向き合っている方は少なくな
いようにも思います。しかし、イエス様
の弟子たちがそうであるように、御言葉
が伝えてくれていることは、それとは真
逆のことでもありました。私たちは、変
わろうとして変わることができない、主
の十字架の出来事はこの点を私たちに明
らかにするからです。けれども、主の十
字架は、私たちの罪ある現実を断ち切
り、まったく異なる次元へと導くために
示されたものではありません。なぜな
ら、もしそれがイエス様と神様の願いで
あるなら、それは、犬に猫になれと言う
に等しいことでもあるからです。それゆ
え、救われる者は一人もいない。そこ
で、最後にもう一度今日の最初の御言葉
に聞きたいのですが、そこに記されてい
るイエス様の憐れみ、その御心とはどう
いうものなのでしょうか。 
 人々を教え、福音を宣べ伝え、説教
し、癒やしと慰めを与えたのがイエス様
でありますが、その上で人々に与えられ
たものがその憐れみでありました。つま
り、外側に立っていたイエス様が人々に
近づき、人々と関わり、一人一人の実情
を深く知った、そして、この流れの中で
心を深く揺さぶられたのがイエス様であ
ったということです。このことはつま
り、時間と出来事を人々と分かち合う中

で互いに大きな変化が生じたということ
です。外側から眺め、気の毒にと思った
のではなく、その実情を深く知り、もみ
くちゃにされながらも同じところに立と
うとした、憐れみとは、ある意味でイエ
ス様の激しい心の動きを示しているので
す。そして、このことはまた、同じとこ
ろに立てばこそ変えられていく変化、こ
のプロセスを示しているということで
す。それゆえ、イエス様の憐れみを考え
る上で大事な点は、イエス様の理解力、
受容力の高さではありません。イエス様
が人々のために、弟子たちのために、そ
して、私たちのために時間をかけ、私た
ちと同じようにジタバタと足掻いるとい
うこと、大事な点はこの事実です。それ
ゆえ、私たちの望むような変化がすぐに
もたらされなくても、私たちは嘆く必要
はありません。なぜなら、その私たちと
共に歩んでくださっているのがイエス様
であるわけですから、やがて弟子たちが
大きく変えられていったように、私たち
もまたイエス様と共にあるこの交わりに
置かれている以上、御心に適った形で必
ず変えられていくことになるからです。
それは、私たちが置かれたところにはイ
エス様が必ず共にいてくださっているか
らで、しかも、そのイエス様はいつまで
もどこまでも一緒に、それも、もみくち
ゃになることをも厭わず、私たちと共に
歩み続けてくださっているのです。 
 弟子たちに与えられた権能とは、私た
ちを新しい全く別の何かに変わるための
力ではありません。イエス様と共にある
教会という交わりの中で現に私たちに働
いている力であり、まただから、弟子た
ちも教会という交わりの中で御心に適っ
た形で変えられていくことになったので
す。つまり、そのような力に囲まれ生き
ているのが私たちであり、それゆえ、イ
エス様といつまでも共に歩み続ける私た
ちは、御心に適うように、イエス様によ
って必ずいいように変えられていくので
す。なぜなら、手のかかる私たちともみ
くちゃにされながらもどこまでもいつま
でも共に歩んでくださっているのが私た
ちのイエス様であるからです。祈りまし
ょう。 
  
 
 


